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ヒソ巧職者は外向簡閲を示しゃ療養L潤相談梱手机､な

いと答えた捌封邪33の丸のみであ-3た ストレ;Wう発散

法としては宇太宰が友人との合議議番楽,ソ了メヒソタを

あげてい深二親かねなく朝議できるノステム予ゆとり伊)

ある診療写新しい情報の提供等がスタノブ-の登りこる費

は,患者と伊3接点を多繍繁-3ことにより,患者の召す転格や

繁肇をF舎致した働き如才をすることがサ略に必要である

と強く感じられ/た事
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糖尿病は慢性疾患で渡〉り†心身医学的アブを〇一-予か必

要といわれているが†必ずしも登持されていない現状で

ある.私達は巧心身医学的アブ｡--チ昭 一資料として心

理テストを行いや患者の心理状況綱巴握を試みたので報
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対象は,新潟大学医学部附掛声盲院第望ぎメ豚桝楽妄こ通院

中の糖尿病患者53例で,その内訳は男性且9例,身性34例
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結果

裾済歓喜ML-IRおいて,抑う勺〆r状態を示した症例は9鉦3
いいL.I::L.∴ ､二･八tへ=-卜＼巨＼再1.1mlこ1ドし1古∴卜 r･

において声尿蛋白陽性鷹番では7母組的巨当我漉健かを-ゾ)異

観的臣戊言我状態を引い招潜が,鯨酎ニ-少なか-}た◆艮王二の

こととから)7糖尿病愚弟職治療の 一つとしてや心身医学的

ア,lr"lコ--チも必要であると思われたd
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まう急性 畳WPを伴った患者がう脳外科手術銅
麻酔経験

器 根孟宗;苧妾i 罷 百雷爵ご㍗学∋

急性mVは,か児に多毛発症L予抜歯時,外傷時,

手術時などに凝滞と虹も血として怒づかれることがある申演

臣 ∴ 十̀廿T■llt一十什 ∴;L畑‡1･1､帖軒帖帖吊了凍射

管や塵を青草を経験した.症例は冒才女-盟.戚1小板減少を指摘さ

れていたが亨第mg引当手酌再転病院1時,繁想外の大釜
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備中は声仙翫鼠 旦滋と車板数に注意しながら,新鮮血輸血
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カバ岬の日的でメチルプレドニゾロンを投与-Lた.

望う殊勝妓形成不全症患者の麻酔薬鼠験
両岸真由美静養離i 楼トを新潟大学麻酔科)

外姓薬形成不全症は,矧拝寮鼻紙のプ簡裁不全を二蔓凍状

とする遺伝性67)症候群である.本症は亨麻酔管理主こ9線

上顎テ~打顎骨㌍う殿常による気遣確保の困鮭性,無汁症に

よるうつ熱々 流涙の減少や呼吸器系粘液腺の欠如などの

問題点を有する.われわれは予審症候群の麻酔を経験L

たので槻誓ザる.
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時よをノ告線状の皮膚萎縮奇合指症などの外柔奇形かピコ外

肺葉形成不全症と診断され争奪闘志右語感/帰糾う合指症

をこ尉L形成術を予定されたみ前投薬はラボナ･-ル坐薬

朋3約m監とし,笑気辛酸素十-Lソブルレンノで導入後予四

肢をr_間代煙塵轡が発生したため-ロセソに変配した.ジぅY

クゾソリ-ス回路を用い予加湿器を設際Lプ∴ 術刺豊直
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泰症鮫群の麻酔管理上この問題点は,気遣管理,体温調

節,角員薬瑚巣護昌吸入ガスの狛養護であると考えられた.


